
近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
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一　
（
三
六
八
）

【
研
究
ノ
ー
ト
】

　
　

近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治

　
　
　
　
　
　
　
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―

 

奥　

田　

以　

在　
　

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　
　
　
　
　

第
一
章　

前
史
と
し
て
、「
六
角
町
の
紛
擾
」
と
住
民
自
治
の
担
い
手

　
　
　
　
　

第
二
章　
「
適
任
者
」
自
治
へ
の
転
換

　
　
　
　
　
　

第
一
節　
「
適
任
者
」
自
治
の
議
決

　
　
　
　
　
　

第
二
節　
「
適
任
者
」
の
構
成
と
特
徴

　
　
　
　
　

第
三
章　
「
適
任
者
」
自
治
へ
の
転
換
要
因

　
　
　
　
　
　

第
一
節　

外
的
要
因
と
し
て
の
京
都
経
済
の
不
況
と
室
町
・
六
角
町

　
　
　
　
　
　

第
二
節　

六
角
町
の
内
的
要
因
と
し
て
、
町
内
懇
親
会
の
設
立

　
　
　
　
　
　

第
三
節　

六
角
町
の
内
的
要
因
と
し
て
、
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
の
設
立

　
　
　
　
　

お
わ
り
に
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二　
（
三
六
七
）

　
　
　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

京
都
の
町
は
、
中
世
以
来
の
歴
史
を
持
つ
地
域
住
民
組
織
で
、
そ
の
町
自
治

（
1
）

の
運
営
を
担
っ
た
の
は
、
不
動
産
所
有
者
で
あ
る
家
持

で
あ
っ
た
。
借
家
人
は
、
基
本
的
に
町
自
治
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
町
自
治
か
ら
除
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
家

持
自
治
の
伝
統
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
存
続
し
て
い
る
。
近
代
に
お
い
て
、
町
は
行
政
の
末
端
組
織
と
し
て
業
務
の
負
担
を
課
せ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
衛
生
組
合
の
設
置
は
、
町
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年

に
は
、
町
を
単
位
に
、
行
政
の
補
助
的
役
割
を
負
担
す
る
公
同
組
合
が
設
置
さ
れ
た
。
公
同
組
合
は
、
連
合
公
同
組
合
（
学
区
）
を
通
じ

て
、
尚
武
義
会
や
軍
人
会
へ
の
寄
付
活
動
、
義
捐
金
・
寄
付
金
の
徴
収
、
米
騒
動
の
際
に
は
外
米
の
販
売
権
の
配
布
な
ど
、
行
政
の
末
端

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
2
）。

言
い
換
え
れ
ば
、
行
政
は
、
町
を
基
礎
と
す
る
公
同
組
合
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
行
政
事
務
を

円
滑
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
公
同
組
合
は
、
行
政
側
の
意
図
と
し
て
、
借
家
人
を
含
め
た
住
民
全
体
を
構
成
員

と
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
家
持
自
治
に
変
更
を
迫
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
町
は
公
同
組
合
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
独
自
に
「
細
則
」

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
で
家
持
を
担
い
手
と
す
る
自
治
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
（
3
）。

す
な
わ
ち
、
公
同
組
合
の
運
営
実
態
は
、
伝
統
的
な

町
の
家
持
自
治
を
基
礎
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
区
以
下
の
地
域
住
民
組
織
の
研
究
は
、
社
会
学
に
お
け
る
町
内
会
に
関
す
る
研
究
が
あ
り
、
政
治
史
に
お
い
て
も
研
究

の
蓄
積
が
あ
る
ほ
か
、
社
会
経
済
史
の
近
代
都
市
史
の
分
野
に
お
い
て
も
研
究
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る
（
4
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に

お
い
て
も
、
地
域
住
民
組
織
内
部
に
お
け
る
自
治
の
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
学
区
以
下
の
町
と
い

っ
た
地
域
住
民
組
織
の
「
相
互
扶
助
・
相
互
監
視
シ
ス
テ
ム
」
の
発
展
は
、「
所
属
集
団
に
依
存
し
、
そ
こ
か
ら
の
退
出
コ
ス
ト
が
大
き
い
、

『
安
心
』
で
、
入
れ
子
状
の
『
公
共
性
』
を
有
す
る
日
本
社
会
」
（
5
）を

形
成
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
近
代
に
お
け
る
そ
う
い
っ
た
地
域
住
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三　
（
三
六
六
）

民
組
織
の
実
態
は
、
未
解
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
近
代
京
都
の
町
に
関
す
る
研
究
は
、
史
料
が
未
発
掘
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、

概
ね
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
頃
ま
で
に
留
ま
っ
て
お
り
、
町
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
も
「
多
く
の
事
例
を
積
み
重
ね
る
必
要
」
（
6
）が

あ

る
状
況
で
あ
る
。

　

本
稿
で
特
に
注
目
す
る
、
地
域
住
民
組
織
の
担
い
手
の
問
題
に
つ
い
て
、
玉
野
和
志
氏
は
松
阪
市
な
ど
を
事
例
と
し
て
（
7
）、「

名
望
家

支
配
型
」
の
地
域
社
会
統
合
が
明
治
中
頃
ま
で
に
解
体
し
、「
名
望
家
」
（
8
）で

は
な
い
地
域
の
「
有
力
者
」
に
よ
る
「
有
力
者
連
携
型
」
を

経
て
（
9
）、

大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
都
市
化
や
社
会
運
動
を
背
景
に
、
若
手
の
自
営
業
者
を
中
心
と
し
、「
家
持
も
借
家
人
も
等
し
く

住
民
と
し
て
全
戸
加
入
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
」

（
10
）の

「
自
営
業
者
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
に
よ
る
「
町
内
会
」
が
成
立
す
る
と
い
う
仮
説

を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
担
い
手
の
変
容
に
よ
っ
て
地
域
住
民
組
織
内
に
お
け
る
神
事
や
日
常
に
行
わ
れ
る
旧
慣
と
い
っ
た
も

の
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
担
い
手
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
域
住

民
組
織
が
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
よ
う
な
伝
統
的
な
地
域
内
の
自
治
が
機
能
し
た
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。
仮
に
、
そ
う
い
っ
た
も

の
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
地
域
内
で
担
い
手
の
問
題
が
再
浮
上
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
地
域

社
会
を
担
っ
て
き
た
「
有
力
者
」
の
役
割
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
京
都
市
中
京
区
新
町
通
六
角
下
ル
六
角
町
を
対
象
と
し
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
成
立

し
た
借
家
人
を
含
め
た
住
民
自
治
が
、
町
内
の
「
適
任
者
」
へ
と
担
い
手
を
再
転
換
さ
せ
る
問
題
に
つ
い
て
、
当
時
の
社
会
経
済
状
況
に

留
意
し
つ
つ
、
考
察
を
加
え
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
六
角
町
に
お
い
て
は
、「
有
力
者
連
携
型
」
と
も
言
う
べ
き
伝
統
的
な
家
持
自

治
は
、
大
正
期
の
京
都
に
お
け
る
急
速
な
工
業
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
人
口
流
入
、
ま
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
時
代
思
潮
を
背
景
と
し

な
が
ら
、
一
部
の
家
持
と
借
家
人
に
よ
る
紛
擾
に
よ
っ
て
、
借
家
人
も
含
め
た
全
住
民
を
構
成
員
と
し
、
町
内
の
役
職
に
借
家
人
も
定
数

を
持
つ
住
民
自
治
、
い
わ
ば
条
件
付
き
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
昭
和
初
期
に
、
家
持
か
借
家
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人
か
を
問
わ
ず
住
民
全
て
を
構
成
員
と
す
る
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
に
、「
適
任
者
」
に
よ
る
町
運
営
へ
と
更
な
る
変
容
を
遂
げ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
本
稿
で
用
い
る
『
六
角
町
文
書
』
は
、
財
団
法
人
北
観
音
山
保
存
会
が
保
有
す
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
頃
ま
で
に
関
し
て
は
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
調
査
・
撮
影
を
行
っ
て
お
り
、『
北
観
音
山
町
文
書
』
と
し
て

写
真
版
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
以
降
の
史
料
を
用
い
る
が
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
筆
者
が
特

別
に
閲
覧
を
許
可
さ
れ
、
調
査
・
撮
影
を
行
っ
た
も
の
で
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
史
料
館
も
史
料
調
査

は
行
っ
て
い
る
が
、
史
料
撮
影
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　

前
史
と
し
て
、「
六
角
町
の
紛
擾
」
と
住
民
自
治
の
担
い
手

　

本
章
で
は
、「
適
任
者
」
自
治
の
前
段
階
と
し
て
、
近
代
に
お
け
る
町
の
行
政
的
位
置
付
け
の
変
化
お
よ
び
町
自
治
の
担
い
手
の
変
化
、

そ
し
て
六
角
町
に
お
け
る
家
持
自
治
か
ら
住
民
自
治
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
簡
単
な
整
理
を
試
み
た
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
京
都
の
町
の
自
治
運
営
は
、
不
動
産
所
有
者
で
あ
る
家
持
が
担
っ
て
き
た
。
近
代
に
入
っ
て
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
、
町
を
単
位
と
し
て
戸
長
区
域
が
設
定
さ
れ
、
町
に
戸
長
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
戸
長
を
担
っ
た
の
も
ま
た
、
家
持
層
か
ら
選
出
さ
れ

た
町
年
寄
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戸
長
＝
町
年
寄
は
、
行
政
の
末
端
と
し
て
公
的
業
務
を
負
担
す
る
と
同
時
に
、
町
内
の
自
治
運
営
に

も
あ
た
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
戸
長
区
が
改
変
さ
れ
る
と
、
町
は
行
政
の
末
端
と
し
て
の
位
置

付
け
は
失
う
も
の
の
、
そ
の
間
も
町
は
総
代
を
置
く
な
ど
し
て
町
自
治
を
行
う
と
と
も
に
、
実
質
的
に
は
学
区
の
下
部
組
織
と
し
て
町
税

業
務
な
ど
を
負
担
し
て
い
た
（
11
）。

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
政
特
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
区
も
行
政
の
末
端
と
し
て
の

位
置
付
け
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
以
後
も
町
は
総
代
を
中
心
と
し
て
自
治
を
行
っ
た
。
町
が
再
び
行
政
の
末
端
と
し
て
位
置
付
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五　
（
三
六
四
）

け
ら
れ
た
の
は
、明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
の
公
同
組
合
の
設
置
で
あ
っ
た
。
町
は
、住
民
自
治
を
意
図
し
た
公
同
組
合
の
設
置
に
対
し
、

「
細
則
」
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
伝
統
的
な
家
持
自
治
を
維
持
・
継
続
し
た
。
町
の
代
表
者
は
、
名
称
と
し
て
公
同
組
長
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
公
同
組
長
は
行
政
の
末
端
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
は
な
く
、
町
自
治
に
つ
い
て
も
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
家
持
自
治
へ
の
批
判
は
明
治
末
頃
か
ら
高
ま
り
、
そ
の
後
の
京
都
の
工
業
化
や
そ
れ
に
伴
う
人
口
流
入
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
期
の
社
会
運
動
や
米
騒
動
と
い
っ
た
社
会
経
済
状
況
を
背
景
と
し
て
、
六
角
町
で
は
伝
統
的
な
家
持
自
治
が
、
借
家
人
を
含
め
た
住

民
自
治
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
六
角
町
の
紛
擾
」
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
に
起
こ
っ
た
、
六
角
町
内
に
お
け
る
家
持
層
と
借
家
人
層
の
対
抗
で
あ
る
。
紛

擾
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿

（
12
）に

譲
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
で
取
り
扱
う
「
適
任
者
」
自
治
の
前
史
と
し
て
、
簡
単
に
そ
の
経
緯
と
内
容
、

そ
し
て
紛
擾
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
住
民
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
一
日
、
祇
園
祭
の
囃
子
の
稽
古
始
め
に
当
た
る
日
に
、
四
名
の
家
持
と
一
三
名
の
借
家
人
が
、
六
角
町

に
対
し
て
「
公
同
組
合
規
約
脱
退
通
告
書
」

（
13
）を

提
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
彼
ら
は
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
」
を
「
弐
拾
世
紀
ノ
現
代
ヲ

支
配
ス
ル
時
代
思
潮
」
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
六
角
町
に
お
け
る
旧
慣
の
打
破
を
訴
え
、
こ
れ
以
後
町
に
対
す
る
労
力
の
提
供
お
よ
び
金
銭

的
な
負
担
な
ど
一
切
の
負
担
を
拒
絶
す
る
声
明
を
出
し
た
。
こ
の
紛
擾
は
、
同
年
七
月
一
四
日
に
「
覚
書
」

（
14
）が

調
印
さ
れ
て
解
決
に
至

っ
て
い
る
。
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
の
三
日
前
、
二
週
間
で
の
迅
速
な
解
決
で
あ
っ
た
。

　
「
覚
書
」
の
中
で
は
、
次
の
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
①
借
家
人
は
、
町
運
営
に
関
す
る
諸
事
項
お
よ
び
共
有
財
産
に
つ
い
て
、
家
持
と

区
別
さ
れ
ず
「
平
等
」
の
権
利
義
務
を
有
し
、
同
一
の
待
遇
を
受
け
る
こ
と
、
②
町
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
機
関
で
あ
る
町

集
会
を
司
る
町
会
議
員
（
一
〇
名
）
が
設
置
さ
れ
、
家
持
五
名
、
借
家
人
五
名
の
均
等
な
定
数
を
双
方
が
有
す
る
こ
と
、
③
こ
れ
ま
で
の



第
六
十
二
巻  

第
三
号

六　
（
三
六
三
）

規
約
と
慣
習
を
改
め
る
こ
と
、
主
に
以
上
の
三
点
が
約
束
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
従
来
は
御
千
度
と
祇
園
祭
に
限
定
的
に
労
力
を
提
供
す
る
と
い

う
形
で
関
与
す
る
以
外
、
町
運
営
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
借
家
人
が
、
町

運
営
に
関
与
す
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
、
六
角
町
は
伝
統
的
な
家
持
を
中

心
と
し
た
家
持
自
治
か
ら
、
借
家
人
を
含
め
た
住
民
自
治
へ
と
転
換
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
六
角
町
で
は
、
同
年
一
一
月
に
新
た
に
「
六
角
町
公

同
組
合
規
約
」

（
15
）を

策
定
し
、
そ
の
後
漸
次
修
正
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
町

に
お
け
る
旧
慣
が
改
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

で
は
次
に
、「
六
角
町
公
同
組
合
規
約
」
策
定
以
後
の
町
の
役
職
に
つ
い

て
整
理
し
た
い
。
ま
ず
、
町
役
員
の
報
酬
、
組
合
員
の
負
担
、
そ
の
他
町

に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
議
決
機
関
と
し
て
、
町
集
会
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
町
集
会
は
、「
覚
書
」
と
同
様
に
、
町
会
議
員
一
〇
名
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
一
〇
名
の
定
数
配
分
は
、
家
持
五
名
・
借
家
人
五
名
の

割
合
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
。
町
会
議
員
の
選
定
は
、
女
性
世
帯
主
と
未
成

年
世
帯
主
を
除
く
、組
合
員
の
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
任
期
は
二
年
で
、

無
報
酬
で
あ
り
、
再
選
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

こ
の
町
会
議
員
は
、
町
集
会
を
組
織
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
町
役
員
の
選

出
も
行
っ
た
。
六
角
町
に
は
、
公
同
兼
衛
生
組
長
、
会
計
役
、
神
事
係
が
各

年度 公同組長 会計 神事係 町会議員
家持 借家人 家持 借家人 家持 借家人 家持 借家人

大正   8（1919）年 1 0 1 0 1 0
5 5

大正   9（1920）年 1 0 0 1 1 0
大正 10（1921）年 1 0 1 0 1 0

5 5
大正 11（1922）年 1 0 1 0 1 0
大正 12（1923）年 1 0 不明 1 0

5 5
大正 13（1924）年 0 1 1 0 1 0
大正 14（1925）年 0 1 1 0 0 1

5 5
大正 15（1926）年 1 0 0 1 1 0
昭和   2（1927）年 1 0 0 1 1 0

5 5
昭和   3（1928）年 1 0 0 1 1 0

（注）　大正 12（1923）年の会計役については，同年に同姓の人物が町内に 2名おり，判別でき
なかった．また，町会議員の改選は 2年に 1度である．

（出典）『六角町文書』No.X-11．

第一表　六角町の役職に占める家持・借家人数



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

七　
（
三
六
二
）

一
名
置
か
れ
、
祇
園
祭
の
期
間
中
に
は
神
事
行
事
役
（
家
持
一
名
・
借
家
人
一
名
）
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
役
員
は
、
女
性
と
未
成
年
の

世
帯
主
を
除
く
組
合
員
の
中
か
ら
、
町
会
議
員
一
〇
名
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
役
員
の
任
期
は
一
年
で
、
五
年
以
内
は
再
選
さ

れ
な
い
規
定
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
町
の
役
職
の
就
任
者
を
、
家
持
と
借
家
人
の
区
別
で
人
数
を
示
し
た
の
が
第
一
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
紛
擾
以
後
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の
間
、
六
角
町
の
町
会
議
員
は
、
規
約
通
り
家
持
五
名
、
借
家
人
五
名
の
割
合
で
担

わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
借
家
人
が
初
め
て
の
役
員
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
会
計
役
で
、
借
家
人
と
し
て
初
の
公
同

組
長
が
就
任
す
る
の
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
角
町
の
自
治
は
、
家
持
と
借
家
人
が
対
等
な
立

場
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
借
家
人
と
し
て
初
の
公
同
組
長
が
認
め
た
記
録
に
は
、
家
持
の
町
会
議
員
を
「
上
院
」、
借
家
人
の

町
会
議
員
を
「
下
院
」
と
し
た
文
言
が
あ
り
（
16
）、
住
民
の
深
層
心
理
に
町
自
治
＝
家
持
自
治
と
い
う
意
識
が
存
在
す
る
こ
と
が
垣
間
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
次
に
、
こ
の
家
持
と
借
家
人
が
町
会
議
員
に
対
し
て
同
数
の
定
数
を
保
有
す
る
住
民
自
治
の
在
り
方
が
変
更
さ
れ
、「
適
任
者
」

自
治
へ
移
行
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
町
の
変
革
を
経
験
し
た
六
角
町
に
お
け
る
町
運
営
の
担
い
手
の
中
で
も
、
特
に
町
会
議
員
を
中
心
に
論
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　
「
適
任
者
」
自
治
へ
の
転
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　
「
適
任
者
」
自
治
の
議
決

　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月
一
八
日
、
六
角
町
の
町
会
議
員
に
対
し
て
「
回
章
」

（
17
）が

廻
り
、
規
約
改
定
が
協
議
さ
れ
た
。
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回
章

　

拝
啓
、
左
ノ
議
題
ニ
於
テ
町
会
議
相
開
キ
申
度
事
項
簡
単
ニ
付
キ
、
便
宜
上
紙
上
ヲ
以
テ
御
協
議
申
上
度
、
賛
否
御
記
入
被
成
下
度
候

　
　
　

議
題

　

町
内
規
約
改
正
ノ
件

　

第
九
条
ニ
町
集
会
ハ
町
会
議
員
十
名
ヲ
以
テ
組
織
ス
、
但
シ
、
家
持
ヨ
リ
五
名
、
借
家
ヨ
リ
五
名
ト
ス

　

右
条
項
ノ
但
書
ヲ
柵
除
ス
ル
コ
ト

　
　
　

理
由

　

 

当
町
ハ
、
先
年
ノ
町
政
改
革
以
来
家
持
・
借
家
ノ
区
別
ヲ
撤
廃
シ
、
両
者
相
ヨ
リ
テ
議
員
・
役
員
等
ヲ
分
担
ス
ル
コ
ト
相
成
、
何
等
ノ

故
障
ナ
ク
至
極
円
満
ニ
町
事
務
相
運
ビ
来
リ
候
、
然
ニ
町
規
約
ノ
文
面
上
ニ
カ
ヽ
ル
時
代
後
レ
ノ
家
持
・
借
家
等
ノ
文
字
ヲ
存
ス
ル
ハ

面
白
カ
ラ
ズ
、
議
員
・
役
員
ハ
選
挙
ニ
ヨ
リ
適
任
者
ヲ
選
出
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
家
持
・
借
家
何
レ
側
ヨ
リ
多
数
選
出
ス
ル
ト
モ
何
等

差
支
無
之
ト
信
シ
候
、
依
テ
但
書
ヲ
柵
除
シ
、
本
年
行
ハ
ル
ヽ
町
会
議
員
選
挙
ヨ
リ
之
レ
ヲ
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
次
第
ニ
候

　

右
御
意
見
御
記
入
、
大
至
急
御
回
送
被
下
候

　
　
　
　

昭
和
四
年
三
月
十
八
日

組
長　

田
原　

　

こ
の
史
料
中
で
示
さ
れ
る
「
第
九
条
」
と
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
一
月
に
策
定
さ
れ
た
「
六
角
町
公
同
組
合
規
約
」
（
18
）の

第
九

条
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
第
九
條　

町
集
会
ハ
町
会
議
員
十
名
ヲ
以
テ
組
織
ス
、
但
シ
、
家
持
ヨ
リ
五
名
、
借
家
ヨ
リ
五
名
ト
ス
」

と
あ
り
、
前
述
の
町
会
議
員
に
お
け
る
家
持
と
借
家
人
の
定
数
配
分
を
規
定
す
る
条
項
と
な
っ
て
い
る
。



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

九　
（
三
六
〇
）

　

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
出
さ
れ
た
「
回
章
」
は
、
こ
の
重
要
な
町
自
治
の
担
い
手
の
在
り

方
を
再
び
転
換
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
紛
擾

以
後
、
家
持
と
借
家
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
町
会
議
員
が
上
手
く
機
能
し
て
き
て
お
り
、
規

約
上
に
家
持
・
借
家
人
と
い
う
区
別
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
時
代
後
レ
」
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
家
持
・
借
家
人
の
均
等
な
定
数
配
分
を
廃
止
し
、
新
た
に
町
内
の
選
挙
に
よ
っ
て
「
適
任

者
」
を
選
出
し
、
町
自
治
の
担
い
手
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
回
章
」
は
、
当
時
の
町
会
議
員
一
〇
名
に
回
覧
さ
れ
、
不
在
で
あ
っ
た
二
名
を
除
く
八

名
が
同
意
し
、
議
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
六
角
町
に
お
け
る
「
適
任
者
」

自
治
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
節
で
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
適
任
者
」
と
は
、
定
住
性
を
持
ち
、

そ
れ
に
よ
っ
て
町
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
醸
成
さ
れ
、
生
活
が
安
定
し
、
精
神
的
に
も
町

運
営
に
関
与
す
る
ゆ
と
り
を
持
つ
人
物
を
指
す
。
ち
な
み
に
、
町
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
業
務

運
営
を
行
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
紛
擾
後
の
住
民
自
治
に
あ
た
る
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

と
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
つ
い
て
示
し
た
第
二
表
に
挙
げ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
は
、
国
政
に
関
す
る
も
の
二
件
、
行
政
関
係
（
衛
生
業
務
を
含
む
）
九
件
、
学
区

関
係
五
件
、
町
自
治
関
係
一
二
件
、
そ
の
他
一
件
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
で
は
、

国
政
関
係
二
件
、
行
政
関
係
二
件
、
学
区
関
係
二
件
、
町
自
治
関
係
一
三
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
業
務
運
営
を
担
っ
て
い
く
役

割
が
、「
適
任
者
」
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

昭和 2（1927）年 昭和 8（1933）年
国政関係 2 2
行政関係（衛生含む） 9 2
学区関係 5 2
町自治関係 12 13
その他 1
計 29 19

第二表　「記録」に記載の町の年間業務

（出典）「記録」『六角町文書』X-11，X-12．
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一
〇　
（
三
五
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　
「
適
任
者
」
の
構
成
と
特
徴

　

第
三
表
は
、「
適
任
者
」
自
治
へ
の
移
行
以
後
の
町
の
役
職
の
構
成
に
つ
い
て
、
家
持
と
借
家
人
に
区
別
し
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

住
民
自
治
の
期
間
に
は
、
規
約
通
り
に
双
方
か
ら
五
名
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
た
町
会
議
員
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
、「
適
任
者
」

自
治
へ
と
移
行
し
て
か
ら
は
、
町
会
議
員
に
お
け
る
家
持
の
比
重
が
増
加
し
、
一
〇
名
中
少
な
く
と
も
七
名
が
家
持
か
ら
選
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
伝
統
的
な
家
持
自
治
へ
の
回
帰
を
想
像
さ
せ
る
が
、
借
家
人
も
二
〜
三
名
が
常
時
選
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
点
で
紛
擾
以
前
の
家
持
自
治
の
時
代
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
六
角
町
の
紛
擾
」
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
借
家
人
の
権
利
を
引
き
続
き
認
め
た
上
で
、
家
持
と
借
家
人
双
方
か
ら
「
適
任
者
」
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
治
は
運
営
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
以
降
の
町
会
議
員
の
う
ち
、
家
持
で
あ
る
町
会
議
員
の
転
入
時
期
お
よ
び
同
居
人
数
に
つ
い
て
整
理

し
た
も
の
が
、
第
四
表
で
あ
る
。
町
会
議
員
は
二
年
に
一
回
の
改
選
の
た
め
、
こ
の
期
間
に
行
わ
れ
た
町
会
議
員
選
挙
は
六
回
で
あ
っ
た
。

六
回
の
選
挙
の
う
ち
、
三
回
以
上
選
出
さ
れ
て
い
る
人
物
の
転
入
時
期
を
見
る
と
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
以
降
に
町
内
に
転
入
し

て
き
た
者
は
八
名
中
二
名
に
留
ま
り
、
六
名
が
そ
れ
以
前
か
ら
の
町
内
古
参
の
家
持
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
適
任
者
」

の
重
要
な
要
件
と
し
て
定
住
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
転
入
し
て
き

た
人
物
も
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
町
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
て
お
り
、
家
持
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
定
住
性
を
担
保
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
古
参
の
家
持
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
新
参
の
家
持
が
そ
こ
に
加
わ
る
こ
と
で
、
家
持
の
町
会
議

員
が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
三
井
家
は
こ
の
間
に
組
長
一
回
、
町
会
議
員
一
回
、
松
坂
屋
京
都
店
は
組
長
を
一
回
務

め
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

六
角
町
に
お
い
て
は
、
紛
擾
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
家
持
の
み
に
よ
る
自
治
運
営
か
ら
、
町
会
議
員
に
対
し
て
家
持
と
借
家



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

一
一　
（
三
五
八
）

年度 公同組長 会計 神事係 町会議員
家持 借家人 家持 借家人 家持 借家人 家持 借家人

昭和   4（1929）年 1 0 0 1 1 0
7 3昭和   5（1930）年 1 0 0 1 1 0

昭和   6（1931）年 0 1 1 0 1 0
7 3昭和   7（1932）年 1 0 1 0 1 0

昭和   8（1933）年 1 0 1 0 1 0
8 2昭和   9（1934）年 1 0 1 0 0 1

昭和 10（1935）年 1 0 0 1 1 0
7 3昭和 11（1936）年 1 0 1 0 1 0

昭和 12（1937）年 1 0 1 0 1 0
7 3昭和 13（1938）年 1 0 1 0 1 0

昭和 14（1939）年 1 0 1 0 1 0
8 2昭和 15（1940）年 1 0 1 0 1 0

第三表　「適任者」自治以降の六角町の役職に占める家持・借家人数

（注） 町会議員の改選は 2年に 1度である．
（出典）『六角町文書』No.X-11．

選出回数 職業 転入時期 同居人数（昭和 16年）
6 染呉服卸売商 明治 37年～大正 6年に転入 10
6 弁護士 明治 23年以前に転入 6
6 呉服商 明治 23年以前に転入 不明
5 餅商 明治 23年以前に転入 8
5 法衣商 大正 10年 1月転入 7
4 京染加工業 明治 23年以前に転入 19
3 呉服商 明治 9年以前に転入 16
3 白生地卸商 明治 23年以前に転入 13

2 絞染呉服卸商 昭和 8年 1月～昭和 9年 9月の
間に転入 11

1 呉服商 昭和 4年 10月転入 8

1 下駄商 明治 23年以前に借家として転入
大正 15年家屋買得し家持となる 不明

1 銀行家 明治 9年以前に転入 12
1 絹織物卸商 昭和 10年 1月に転入 19

第四表　家持の町会議員と居住月数

（注）同居人数については，史料の制約があり昭和 16年時点のものを示した．「不明」となって
いる 2名は，この時点で町内に居住しておらず，同居人数を明らかにできなかった．

（出典）『六角町文書』「集金帳」U-7，U-8，U-9，U-11，U-12，U-13，「町席簿」U-14，「旧町席
簿」U-15，「記録」X-11，X-12，X-13，「戸籍簿」O-32，O-37，『旧土地台帳』．



第
六
十
二
巻  

第
三
号

一
二　
（
三
五
七
）

人
双
方
が
均
等
な
定
数
配
分
持
つ
形
態
へ
と
転
換
し
て
お
り
、
借
家
人
層
を
町
運
営

の
担
い
手
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
有
力
者
連
携
型
」
か
ら
、
全
戸
加
入
を

原
則
と
す
る「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」へ
の
部
分
的
な
移
行
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
条
件
付
き
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
の
町
運
営
の
仕

組
み
は
、「
有
力
者
連
携
型
」
に
近
い
も
の
へ
と
再
び
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
こ
れ
ら
の
家
持
の
同
居
人
数
を
み
て
み
た
い
。
同
居
人
数
に
つ
い
て
は
、
史

料
上
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
も
の
し
か
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
が
、
二
名

以
外
は
こ
の
時
ま
で
町
内
に
居
住
し
て
お
り
、
当
該
時
期
と
も
比
較
的
近
い
こ
と
か

ら
、
各
家
の
規
模
を
判
断
す
る
上
で
参
考
に
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
回
以
上
当
選
し
た
者
の
う
ち
、
一
〇
人
以
上
と
同
居
し
て
い

る
者
が
七
名
、
同
居
人
数
は
そ
れ
以
下
で
あ
る
も
の
の
、
老
舗
の
餅
商
や
弁
護
士
と
い
っ
た
人
物
達
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
経
済

的
に
も
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
基
盤
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

次
に
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
以
降
、
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
借
家
人
に
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
借
家
人
は
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
ま
で
の
間
に
、
の
べ
一
六
名
が
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
選
出
さ
れ
た
人
物

は
五
名
に
絞
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
三
回
以
上
当
選
し
た
者
は
三
名
で
、
そ
の
中
の
二
人
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
「
六
角
町
の
紛
擾
」

に
借
家
人
の
側
と
し
て
連
印
し
な
か
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
二
人
の
う
ち
一
名
は
、
町
が
所
有
す
る
借
家
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
立
場

か
ら
「
六
角
町
の
紛
擾
」
に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る
一
名
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
五
月
か

ら
月
集
メ
を
納
め
て
い
る
こ
と
以
外
、
詳
細
不
明
で
あ
っ
た
。

　

町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
借
家
人
の
定
住
性
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
残
念
な
が
ら
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
以
前
に
転
入
し
て
い

（注）昭和 8年 1月～昭和 9年 9月
の間はデータがなく，含んでい
ない．

（出典）『六角町文書』「集金帳」
U-7，U-8，U-15，U-11，U-12，
U-13．

第五表　 借家人の「適任者」と
　　　　滞在月数

選出回数 町内滞在月数
6 231
5 191
3 93
1 203
1 102



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

一
三　
（
三
五
六
）

る
借
家
人
の
正
確
な
転
入
時
期
は
判
明
し
な
か
っ
た
が
、三
名
が
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
以
前
か
ら
六
角
町
に
居
住
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
名
の
内
二
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
会
議
員
に
六
回
、
五
回
と
選
出
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
人
物
も
含
め
て
彼
ら
の
町

内
滞
在
月
数
（
大
正
九
年
四
月
〜
昭
和
一
六
年
三
月
の
期
間
）
を
見
て
み
る
と
（
第
五
表
）、
借
家
人
の
平
均
滞
在
月
数
で
あ
る
約
六
二
ヶ
月
を

全
員
が
超
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
借
家
人
は
、
借
家
人
の
中
で
も
定
住
性
が
高
い
人
物

た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
適
任
者
」
の
要
件
に
は
、
家
持
・
借
家
人
と
も
に
定
住
性
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

家
持
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
ら
は
経
済
的
基
盤
も
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
適
任
者
」
自
治
は
、借
家
人
が
町
運
営
の
中
心
と
な
る
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
点
で
、従
来
の
家
持
自
治
と
は
大
き
く
異
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
会
議
員
の
構
成
員
に
は
家
持
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
町
運
営
の
担
い
手
は
、
条
件
付
き
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
型
」
か
ら
、
従
来
の
「
有
力
者
連
携
型
」
に
近
い
形
へ
と
揺
り
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　
「
適
任
者
」
自
治
へ
の
転
換
要
因

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
た
借
家
人
を
含
め
た
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
の
変
容
の
要
因
に
つ
い
て
、
当
時
の
社
会
経
済
状

況
と
町
に
内
在
す
る
問
題
か
ら
考
察
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

外
的
要
因
と
し
て
の
京
都
経
済
の
不
況
と
室
町
・
六
角
町

　
「
適
任
者
」
自
治
が
議
決
さ
れ
た
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
起
こ
っ
た
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
日
本

経
済
が
不
況
下
に
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
京
都
で
も
そ
の
影
響
は
如
実
に
現
れ
て
お
り
、
第
一
図
か
ら
は
、
京
都
市
の
工
業
生
産
額
は



第
六
十
二
巻  

第
三
号

一
四　
（
三
五
五
）

第一図　京都市における工業生産額の推移
（出典）『京都市統計書』各年．
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第二図　京都市における産業別工業生産額の推移
（出典）『京都市統計書』各年．
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近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

一
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（
三
五
四
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第四図　京都市における工場の職工数の推移
（出典）『京都市統計書』各年．
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第三図　京都市における工場数の推移
（出典）『京都市統計書』各年．
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三
号

一
六　
（
三
五
三
）

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
か
け
て
大
き
く
下
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
を
部
門
別
の
デ
ー
タ
で
み
る
と
（
第
二
図
）、昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
四
（
一
九
二
九
）
年
に
か
け
て
、食
品
・
被
服
及
身
廻
品
・

機
械
・
皮
革
・
土
木
建
築
・
製
本
印
刷
が
生
産
額
を
若
干
伸
ば
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
は
生
産
額
を
下
げ
た
。
特
に
、
京
都
の
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
業
は
、
約
一
一
五
〇
万
円
も
生
産
額
を
下
落
さ
せ
、
大
き
な
痛
手
を
負
っ
た
。
さ
ら
に
、
世
界
恐
慌
の
影
響
を
受

け
た
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
同
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
か
け
て
は
、
紙
・
土
木
建
築
が
若
干
生
産
額
を
伸
ば
し
た
も
の
の
、
そ
の
他

の
部
門
は
軒
並
み
生
産
額
を
下
げ
た
。
こ
こ
で
も
繊
維
業
は
、
二
一
三
〇
万
円
も
生
産
額
を
落
と
し
て
お
り
、
京
都
経
済
は
不
況
の
ま
っ

た
だ
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
様
子
を
工
場
数
と
工
場
に
勤
め
る
職
工
数
で
み
る
と
、
第
三
・
四
図
の
よ
う
に
な
る
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
工
場
は
、
基
本
的
に

従
業
員
を
一
〇
名
以
上
抱
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
統
計
上
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
と
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
は
、
従
業
員
数
が

五
名
以
上
の
工
場
を
対
象
と
し
て
お
り
、
数
値
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
工
場
数
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
四
（
一
九
二
九
）
年

に
か
け
て
三
〇
〇
軒
（
約
二
三
％
）
減
少
さ
せ
て
い
る
。
翌
年
に
は
、
八
三
軒
（
約
八
％
）
の
微
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
当
時

の
京
都
が
不
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
一
方
、工
場
で
勤
務
す
る
職
工
数
を
み
る
と
、昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
約
三
万
人
か
ら
、

昭
和
四（
一
九
二
九
）年
に
は
約
一
万
三
千
人
と
約
五
六
％
も
減
少
し
た
。
翌
年
に
は
、工
場
数
の
増
加
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
約
三
％

の
微
増
に
転
じ
る
が
、
金
融
恐
慌
が
京
都
経
済
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
借
家
人
層
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
職

工
数
の
減
少
は
、
す
な
わ
ち
借
家
人
層
の
流
動
化
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

六
角
町
の
所
在
す
る
明
倫
学
区
は
、室
町
と
呼
ば
れ
る
呉
服
問
屋
街
で
あ
る
。
そ
の
職
業
構
成
を
、昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
発
行
の
『
明

倫
誌
』
で
み
て
み
る
と
、
繊
維
業
が
工
業
で
約
八
八
・
五
％
、
商
業
で
は
七
二
・
八
％
を
占
め
て
い
る
（
19
）。

ま
た
、
六
角
町
を
同
じ
く
『
明
倫
誌
』

で
み
る
と
、
繊
維
業
関
係
の
業
種
が
一
三
軒
あ
り
、
こ
の
年
の
同
町
の
戸
数
が
三
二
戸
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
繊
維
関
係
の
業
種
が
約



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

一
七　
（
三
五
二
）

四
一
％
を
占
め
て
い
る
（
20
）。

学
区
全
体
と
比
べ
る
と
相
対
的
に
繊
維
業
の
占
め
る
割
合
は
低
い
も
の
の
、
繊
維
関
係
の
同
業
者
が
多
く
集
ま

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
第
六
表
は
、
六
角
町
の
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
の
職
業
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
る
と
三
一
軒
中
一
七
軒
（
約
五
五
％
）
が
呉
服
に
関
係
す
る
職
業
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
恐
慌
に
よ
り
、
明
倫
学
区
に
お
い

て
も
不
況
の
影
響
と
借
家
人
層
の
流
動
化
の
加
速
が
推
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
室
町
で
は
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
か
ら
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
ま
で
に
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
の
営
業
税
上
位

一
二
二
軒
の
う
ち
、
五
七
軒
が
衰
退
も
し
く
は
廃
業
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
21
）。

そ
の
他
、
世
界
恐
慌
後
の
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
二
月
に
は
、
一
流
大
手
の
西
陣
織
物
会
社
で
、
経
営
不
振
を
理
由
に
取
締
役
が
総
辞
職
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
お

職業 同居人数
染呉服卸商 17
医師 8
会社員 7
染呉服卸売商 10
法衣商 7
鹿の子絞り呉服商 16
染呉服悉皆業 19
保険外務員 1
無職 0
通勤 7
無職 0
白生地卸商 13
呉服卸商 11
呉服店代表取締役 8
株式会社松坂屋勤務 8
白生地染呉服商 5
張篭荷造紙箱ノ商 7
元弁護士 6
白生地卸商 6
呉服卸商 11
餅小売商 8
絞染呉服卸商 11
通勤 5
染呉服商 6
絹織物卸商 19
写真材料写真技術小売商 5
生魚商 4
織地卸業 4
洗濯業 3
銀行家 12
呉服悉皆業 5

第六表　昭和 16年　六角町職業構成

（注）白生地呉服商の人物は，昭和 16年 4月に
町内に転入しており，昭和 17年 1月以降「集
金帳」に記載がなく転出しているため，こ
の史料（No.U-14）は昭和 16年 4月～ 12月
の間に作成されたものと考えられる．また，
同居 5人の呉服悉皆業と銀行家については，
職業の記載がなかったため，昭和 18年の『六
角町文書』No.U-15 を用いた．また，「元弁
護士」の人物についてはヒアリング調査か
ら判明した．

（出典）『六角町文書』U-14，U-8，U-9．
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第
三
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一
八　
（
三
五
一
）

り
、
こ
の
時
期
は
室
町
の
家
持
の
流
動
性

も
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
（
22
）。

　

な
お
、
第
七
表
で
六
角
町
の
転
出
人
口

を
み
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
六

角
町
に
お
い
て
も
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

度
は
、
家
持
で
あ
っ
た
友
禅
下
絵
業
者
と

指
物
業
者
が
転
出
し
（
家
持
の
人
数
に
対
し

て
約
一
三
％
）、
借
家
人
も
四
軒
（
借
家
人

数
に
対
し
て
二
三
・
五
％
）
が
転
出
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
転
出
人
口
か

ら
み
る
と
比
較
的
多
く
、
六
角
町
に
お
い

て
も
流
動
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
に
は
、
明
倫
小
学
校
の
改
築
費
用
の
寄

付
金
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
町
内
か

ら
の
申
し
出
が
な
く
、
組
長
が
困
窮
し
て

い
る
状
況
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

転出家持人数 家持人数に
対する比率 転出借家人数 借家人数に

対する比率
大正   9年度 0 0.0％ 2 11.8％
大正 10年度 0 0.0％ 1 6.7％
大正 11年度 0 0.0％ 2 13.3％
大正 12年度 0 0.0％ 1 7.1％
大正 13年度 0 0.0％ 2 11.8％
大正 14年度 0 0.0％ 2 11.8％
大正 15年度 0 0.0％ 1 5.9％
昭和   2年度 1 5.9％ 1 6.3％
昭和   3年度 1 6.3％ 1 6.3％
昭和   4年度 2 13.3％ 4 23.5％
昭和   5年度 0 0.0％ 1 5.6％
昭和   6年度 1 7.1％ 3 15.0％
昭和   7年度 0 0.0％ 1 5.3％
昭和   8年度 データなし データなし
昭和   9年度 0 0.0％ 0 0.0％
昭和 10年度 0 0.0％ 2 10.0％
昭和 11年度 0 0.0％ 2 11.1％
昭和 12年度 0 0.0％ 4 21.1％
昭和 13年度 1 6.3％ 4 26.7％
昭和 14年度 0 0.0％ 4 25.0％
昭和 15年度 2 12.5％ 3 18.8％

第七表　六角町転出人数

（注）昭和七年度は，昭和八年一月から三月，昭和九年度は，同年四月から九月の間のデータが
なく，ともにこの期間を除いた値となっている．

（出典）『六角町文書』U-7，U-8，U-15，U-11，U-12，U-13．



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

一
九　
（
三
五
〇
）

も
、
六
角
町
に
不
況
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
一
例
と
言
え
よ
う
。

　
「
適
任
者
」
の
要
件
に
あ
っ
た
定
住
性
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
京
都
の
不
況
下
に
あ
っ
て
、
よ
り
定
住
性
の
高
い
者
を
町
運
営
の
中

心
に
据
え
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

六
角
町
の
内
的
要
因
と
し
て
、
町
内
懇
親
会
の
設
立

　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
紛
擾
以
後
に
策
定
さ
れ
た
「
六
角
町
公
同
組
合
規
約
」
で
は
、
町
内
の
親
睦
を
深
め
る
行
事
と
し
て
、
新

年
宴
会
と
春
季
遊
山
会
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
約
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
規
約
に
比
べ
て
、
六
角
町
の
氏
神
で
あ
る
八
坂
神
社
の
神

事
を
含
め
、
大
幅
に
年
中
行
事
が
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
親
睦
会
が
存
続
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
町
内
の
紐
帯

を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
記
録
の
上
で
は
、
紛
擾

以
後
、
春
季
遊
山
会
は
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
ま
で
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
親
睦
会
の
費
用
が
町
の
共
有

金
か
ら
賄
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
紛
擾
以
後
は
各
自
負
担
と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
借
家
人
を
含

め
た
住
民
自
治
の
体
制
と
な
っ
た
町
内
に
お
い
て
、
多
少
の
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

規
約
に
明
記
さ
れ
た
親
睦
会
が
行
わ
れ
な
い
状
況
の
中
、大
正
一
二（
一
九
二
三
）
年
に
町
内
懇
親
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
年
三
月
の「
記

録
」
に
は
、「
会
費
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
宛
を
集
金
し
て
、新
年
宴
会
又
ハ
適
立
の
時
季
ニ
一
年
一
回
集
合
し
、懇
親
会
を
催
す
事
」
と
あ
り
、

年
に
一
度
の
懇
親
会
を
催
す
積
立
組
織
と
し
て
町
内
懇
親
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
差
配
役
は
、
そ
の
年
の
組
長
が
務

め
て
い
た
。
こ
の
町
内
懇
親
会
の
初
期
加
入
者
は
一
七
名
で
、
家
持
が
一
二
名
、
借
家
人
が
五
名
で
あ
っ
た
。
借
家
人
で
後
に
「
適
任
者
」

と
し
て
町
会
議
員
を
務
め
る
人
物
の
う
ち
、
当
時
町
内
に
居
住
し
て
い
た
三
名
の
中
で
、
結
成
当
初
か
ら
加
入
し
て
い
る
も
の
は
一
名
だ

け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
に
み
る
借
家
人
初
の
組
長
を
務
め
た
人
物
も
、
結
成
当
初
は
加
入
し
て
お
ら
ず
、
町
内
懇
親
会
の
結
成
に
は
賛
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二
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第
三
号

二
〇　
（
三
四
九
）

否
両
論
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
な
お
、
そ
の
半
年

後
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
含
め
た
借
家
人
五
名
が

加
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

さ
て
、
町
内
懇
親
会
の
よ
う
な
、
親
睦
会
が
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）

年
の
懇
親
会
に
関
す
る
回
覧

（
23
）

か
ら
伺
え
る
。
こ
の
と

き
は
、
借
家
人
初
の
公
同
組
長
と
な
っ
た
人
物
が
懇

親
会
の
差
配
役
を
務
め
た
。
こ
の
年
は
、
滋
賀
県
の

坂
本
と
雄
琴
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
て
お
り
、
加
盟
者

二
三
名
の
内
、
一
九
名
が
参
加
し
た
。
懇
親
会
の
最

後
の
宴
会
の
席
で
、
そ
の
盛
り
上
が
り
に
接
し
、「
諸

氏
の
隠
芸
続
出
し
、
真
に
懇
親
の
情
そ
の
頂
上
に
達

し
、
本
会
の
将
来
山
の
端
を
出
づ
る
太
陽
の
如
し
、
そ

の
ラ
イ
ト
の
恩
恵
に
感
激
の
涙
流
れ
出
づ
る
、
十
二

分
を
盡
し
て
紅
燈
の
巷
を
後
に
各
自
我
が
家
え
、
時

将
に
十
時
、
本
会
の
成
運
上
が
る
を
祀
り
上
げ
ペ
ン

を
擱
く
、
終
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
言
か
ら
は
、

町
内
懇
親
会
が
町
内
の
紐
帯
を
強
め
る
た
め
に
重
要

第八表　町内戸数に占める懇親会加入者数

（出典）『六角町文書』「懇親会の件」D-32，「六角町懇親会収支帳」X-21，『六角町文書』「集金帳」
U-7（昭和 9年），U-8（昭和 13年），U-15（昭和 15年），U-11（大正 9年），U-12（大正
14年），U-13（昭和 4年）．

年月 懇親会加入者数 町内戸数 比率（％）
大正 12年 11月 17 32 53.1％
大正 13年 11月 23 34 67.6％
大正 14年 11月 22 34 64.7％
大正 15年 11月 26 33 78.8％
昭和   2年 11月 24 32 75.0％
昭和   3年 10月 25 33 75.8％
昭和   4年 11月 32
昭和   5年 10月 26 33 78.8％
昭和   6年 10月 25 33 75.8％
昭和   7年 10月 25 33 75.8％
昭和   8年 11月 24
昭和   9年 11月 23 33 69.7％
昭和 10年 10月 22 34 64.7％
昭和 11年 10月 19 35 54.3％
昭和 12年 10月 18 34 52.9％
昭和 13年 11月 19 30 63.3％
昭和 14年 10月 21 33 63.6％
昭和 15年 10月 20 32 62.5％



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

二
一　
（
三
四
八
）

な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
同
時
に
、
借
家
人
と
し
て
初
の
組
長
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
感
激
を
も
っ
て
宴
会
を
見
守
っ
て
い
た

こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
町
内
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
わ
だ
か
ま
り
が
存
在
し
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

町
内
懇
親
会
結
成
以
降
の
加
入
者
数
の
推
移
を
第
八
表
で
み
て
み
た
い
。
前
述
の
通
り
、
町
内
懇
親
会
結
成
当
初
の
加
入
者
は
、
家
持

一
二
名
と
借
家
人
五
名
の
一
七
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
半
年
後
に
は
借
家
人
五
名
が
加
わ
り
、
二
二
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
六
角
町

の
全
戸
数
の
約
六
五
％
に
当
た
っ
て
い
る
。
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
以
降
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
七
〇
％
台
後
半
を
示
し
、

同
会
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
は
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
と
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
五
〇
％
台
前
半
へ

と
加
入
者
比
率
の
減
少
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
六
〇
％
台
を
回
復
し
、
結
成
当
初
に
近
い
加
入
者
比
率
を
維
持
し
た
。

　

こ
の
町
内
懇
親
会
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
新
年
宴
会
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
「
回

章
」

（
24
）が

廻
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
章

　

 

拝
啓
、
町
内
新
年
宴
会
ハ
、
規
約
ニ
ヨ
リ
費
用
自
弁
ニ
テ
相
催
フ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ニ
定
マ
リ
居
ル
ニ
不
拘
、
参
会
者
少
数
ノ
為
メ
、
歴
代

ノ
組
長
ニ
テ
御
催
ホ
シ
ナ
カ
リ
シ
次
第
ニ
候
、
本
年
当
役
ヨ
リ
御
案
内
申
上
候
処
、
十
二
名
ノ
御
賛
同
ヲ
得
テ
開
催
仕
候
、
然
ル
ニ
御

賛
同
ノ
各
位
ハ
町
内
懇
親
会
加
入
ノ
各
位
ノ
ミ
ニ
テ
、
以
外
ノ
方
ハ
一
名
モ
御
出
席
無
之
候

　

依
テ
、
懇
親
会
ヲ
拡
張
シ
年
二
回
会
合
ト
致
シ
度
、
即
チ

　

十
一
月　

従
来
ノ
如
ク
郊
外
遊
覧

　

一
月　

新
年
宴
会

　

 

右
ノ
如
ク
ス
レ
バ
、
新
年
宴
会
モ
規
約
通
リ
開
催
シ
得
ス（
マ
マ
）ル
ヘ
ク
存
候
、
尤
モ
費
用
ハ
月
割
ト
シ
、
従
前
ノ
五
十
銭
ヲ
一
円
ニ
引
上
ゲ
、
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本
年
一
月
分
ヨ
リ
徴
収
仕
リ
度
候
（
一
月
分
ノ
五
十
銭
不
足
分
ハ
、
便
宜
上
二
月
ニ
集
金
ス
、
即
チ
二
月
ハ
一
円
五
十
銭
ト
シ
、
三
月
以
降
毎
月

一
円
ツ
ヽ
集
金
ス
）

　

右
ノ
通
リ
相
改
メ
申
度
、
御
賛
成
ノ
否
ヤ
各
自
御
記
入
被
成
下
度
、
此
段
得
貴
意
申
候

　
　
　
　

昭
和
四
年
一
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
長　

田
原
㊞

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
内
の
新
年
宴
会
が
、
費
用
が
個
人
負
担
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
参
加
者
が
集
ま
ら
ず
に
開
催
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
、
今
年
度
の
新
年
宴
会
参
加
者
一
二
名
が
全
て
町
内
懇
親
会
加
入
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
規
約
通
り
に
新
年
宴
会
を
開
催
す

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
新
年
宴
会
を
町
内
懇
親
会
の
行
事
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

町
内
懇
親
会
は
、
町
規
約
に
記
載
さ
れ
て
い
る
町
内
の
親
睦
会
を

二
つ
と
も
司
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
年
宴
会
は
、

紛
擾
後
か
ら
こ
の
時
ま
で
、大
正
九（
一
九
二
〇
）年
、一
〇（
一
九
二
一
）

年
、
一
四
（
一
九
二
五
）
年
以
外
は
、
記
録
上
開
催
を
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
町
内
懇
親
会
が
新
年
宴
会
ま
で
適
応
範
囲
を
拡

張
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
自
治
に
お
け
る
親
睦
会
と
そ
れ
に
よ
る

紐
帯
の
維
持
と
い
う
問
題
は
、
町
内
懇
親
会
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、借
家
人
と
家
持
が
「
平
等
」
の
住
民
自
治
が
、

町
内
の
親
睦
会
に
関
し
て
は
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

大正   9年 1月 5名
大正 10年 7名
大正 14年 ---
昭和   4年 1月 12名
昭和   5年 1月 18名
昭和   6年 1月 ---
昭和   7年 1月 22名
昭和   8年 1月 22名
昭和   9年 1月 23名
昭和 10年 1月 ---
昭和 11年 1月 21名
昭和 12年 1月 16名
昭和 13年 1月 17名
昭和 14年 1月 16名
昭和 15年 1月 19名

第九表　新年宴会出席者数一覧

（出典） 『六角町文書』No.O-56-14，D-2，
               D-3，D-4，D-5，D-6，D-7，D-8，
               D-12，O-56-14，X-11，X-12，X-13．



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

二
三　
（
三
四
六
）

る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
の
新
年
宴
会
の
参
加
者
数
を
第
九
表
で
確
認
す
れ
ば
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
、
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
以
外

は
新
年
宴
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
間
は
二
〇
名
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
っ
た
。
住
民
自
治
へ
と
移
行
し
た
後
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
町
内
の
親
睦
会
は
、
町
内
懇
親
会
が
そ
れ
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
再
び
機
能
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
開
催
さ
れ
、
町
内
懇
親
会
の
拡
張
へ
と
至
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
新
年
宴
会
の
出
席
者
は
一
二
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
の
九
名
が
、
後
に
「
適
任
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
る
人
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
町
内
懇
親
会
へ
の
加
入
者
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
町
内
に
お
け
る
「
適
任
者
」
選
出
の
指
標
の
一
つ
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

六
角
町
の
内
的
要
因
と
し
て
、
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
の
設
立

　

六
角
町
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
年
中
行
事
は
、
祇
園
祭
で
あ
る
。「
六
角
町
の
紛
擾
」
が
起
こ
さ
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
借
家
人
が

祇
園
祭
に
労
力
を
提
供
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
慰
労
会
に
参
加
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
町
内
の
住
民

に
と
っ
て
祇
園
祭
が
大
切
な
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
伺
え
る
。

　

さ
て
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
五
月
、
六
角
町
の
祇
園
囃
子
が
「
衰
微
」

（
25
）し

て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
加
え
て
同
年
の
笛
方
が
不
出

勤
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
は
、
町
と
は
別
に
「
相
当
権
限
ア
ル

モ
ノ
」
と
し
て
、囃
子
に
関
す
る
問
題
の
協
議
と
振
興
を
図
る
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
の
発
起
人
六
名
は
、い
ず
れ
も
「
適
任
者
」

の
家
の
人
物
で
あ
っ
た
。

　

北
観
音
山
囃
子
保
存
会
の
設
置
に
伴
い
、「
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
規
約
」

（
26
）と

「
六
角
町
囃
子
方
規
則
」

（
27
）が

策
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者

は
、
保
存
会
の
目
的
お
よ
び
組
織
に
つ
い
て
規
定
し
、
後
者
に
は
囃
子
方
の
構
成
員
の
義
務
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
規
約
に
よ
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れ
ば
、
保
存
会
の
目
的
は
、
①
北
観
音
山
囃
子
の
保
存
・
振
興
、
②
北
観
音
山
囃
子
方
の
養
成
、
③
北
観
音
山
囃
子
方
器
具
の
保
存
に
関

す
る
協
議
の
三
点
で
あ
る
。
保
存
会
は
、
囃
子
・
囃
子
方
・
囃
子
待
遇
に
関
す
る
問
題
を
、
町
の
協
賛
を
得
ず
に
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
、

町
と
は
別
組
織
と
し
て
一
定
の
権
限
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
囃
子
器
具
保
存
費
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
支
弁
を
受

け
る
こ
と
、
囃
子
・
囃
子
方
・
囃
子
方
の
待
遇
に
つ
い
て
も
、
町
の
協
賛
を
受
け
る
べ
き
問
題
の
場
合
は
、
町
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、町
と
は
別
の
組
織
で
あ
り
つ
つ
も
、部
分
的
に
町
に
依
存
す
る
形
態
で
発
足
し
た
。
翌
年
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
か
ら
は
、

町
の
神
事
係
が
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
町
と
の
連
携
は
強
化
さ
れ
た
。

　

次
に
、後
者
の
規
約
「
六
角
町
囃
子
方
規
則
」
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
な
お
、囃
子
方
は
、囃
子
保
存
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
。

こ
の
規
約
で
は
、
冒
頭
で
、「
本
町
在
住
者
」
に
対
し
て
、
一
戸
に
付
き
学
齢
以
上
の
男
子
一
人
以
上
を
北
観
音
山
囃
子
方
と
し
て
出
勤

さ
せ
る
よ
う
に
義
務
付
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
齢
以
上
の
男
子
が
い
な
い
場
合
は
、「
永
続
性
」
の
あ
る
代
人
を
た
て
る
こ
と
が
希
望

さ
れ
て
お
り
、
不
出
勤
の
場
合
に
は
不
勤
料
が
課
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
不
勤
料
が
免
除
さ
れ
る
の
は
、
八
坂
神
社
の
忌
服
令
に
該
当
す
る

場
合
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
出
勤
を
強
く
求
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
規
約
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
六
角
町
の
囃
子
の
「
衰
微
」
を
重
く
み
た
発
起
人
達
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

「
衰
微
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
質
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
囃
子
保
存
会
の
目
的
に
は
、
囃
子
方

の
養
成
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
囃
子
方
の
育
成
を
改
め
て
明
記
す
る
こ
と
で
、
囃
子
方
の
質
の
向
上
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
出
席
率
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
の
設
立
以
前
の
囃
子
方

に
は
ど
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
の
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
六
角
町
の
紛
擾
」後
の
大
正
八（
一
九
一
九
）年
一
一
月
に
策
定
さ
れ
た
、「
六

角
町
公
同
組
合
規
約
」
で
は
、
住
民
の
負
担
に
つ
い
て
は
「
各
組
合
員
ハ
山
鉾
巡
行
ニ
要
ス
ル
経
費
ヲ
負
担
シ
、
且
労
力
ヲ
提
供
ス
ヘ
シ
、
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二
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（
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但
シ
、
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
由
ニ
ヨ
リ
労
力
提
供
ニ
堪
ヘ
サ
ル
組
合
員
ハ
、
別
ニ
不
勤
料
ヲ
負
担
ス
」
と
あ
る
だ
け
で
、
特
に
囃
子
方
の
出

勤
に
つ
い
て
規
定
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
に
、「
一
、囃
子
方
ハ
一
戸
ヨ
リ
一
名
ヲ
出
ス
コ
ト
」

と
議
決
さ
れ
、
こ
の
と
き
囃
子
方
を
欠
席
し
た
際
の
不
勤
料
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
囃
子
方
へ
一
戸
に
付
き
一
名
出
す
こ
と
が
六
角
町
に

居
住
す
る
住
民
に
義
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
。
こ
の
後
の
囃
子
方
の
出
席
状
況
を
編
年
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
大

正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に
は
、
一
五
名
が
参
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
出
欠
は
、
回
覧
が
廻
さ
れ
た
三
一

戸
の
う
ち
、
出
席
が
一
〇
軒
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
ら
は
全
員
後
に
「
適
任
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
る
人
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
囃
子
方
保
存
会
が
発
足
し
た
直
後
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
二
名
の
出
席
に
留
ま
り
、
神
事
係
が
出
席

を
懇
請
す
る
回
覧
を
廻
す
始
末
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
六
角
町
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
神
事
で
あ
る
祇
園
祭
を
全
う

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
保
存
会
の
結
成
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
重
く
見
た
一
部
の
発
起
人
が
、
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
取
っ
た
行
動

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
適
任
者
」
自
治
へ
移
行
す
る
直
前
の
六
角
町
で
は
、町
自
治
の
紐
帯
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
親
睦
会
、

あ
る
い
は
町
の
年
中
行
事
と
し
て
最
も
重
要
な
祇
園
祭
の
囃
子
が
機
能
し
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
な
か
、
町
内
懇
親
会
の
結

成
や
北
観
音
山
囃
子
保
存
会
の
設
立
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
京
都
経
済
の
不
況
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
積
極
的
に
行
動
を
執
っ
た
人
物
達
は
、「
適
任
者
」
と
し
て
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
家
の

人
物
達
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
町
自
治
が
部
分
的
に
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
で
、
町
内
の
「
適
任
者
」
が
自
ず
と
抽
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
京
都
市
中
京
区
の
六
角
町
を
対
象
に
、
伝
統
的
な
家
持
自
治
か
ら
借
家
人
を
含
め
た
住
民
自
治
へ
と
移
行
し
た
同
町
が
、

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
町
会
議
員
を
「
適
任
者
」
と
し
た
「
適
任
者
」
自
治
へ
と
移
行
す
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　

住
民
自
治
の
期
間
は
、
規
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、
町
自
治
の
担
い
手
で
あ
る
町
会
議
員
は
、
家
持
と
借
家
人
が
同
数
の
定
数
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、「
適
任
者
」
自
治
へ
の
移
行
後
は
、
家
持
の
比
率
が
増
加
す
る
と
い
う
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
見

す
る
と
従
来
の
家
持
自
治
へ
の
回
帰
と
も
解
せ
る
が
、
借
家
人
が
町
会
議
員
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
家
持
自
治
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、「
有
力
者
連
携
型
」
と
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
と
い
う
担
い
手
の
問
題
で
考
え
れ
ば
、
条
件
付
き
で
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
と
な

っ
た
町
自
治
は
、「
適
任
者
」
自
治
へ
の
移
行
に
よ
り
、「
有
力
者
連
携
型
」
へ
と
揺
り
戻
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
適
任
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
た
人
物
の
特
徴
を
見
て
い
く
と
、
家
持
・
借
家
人
を
問
わ
ず
に
、
そ
こ
に
は
定
住
性
が
ひ
と
つ
の
要
件

と
し
て
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
金
融
恐
慌
に
よ
り
不
況
下
に
置
か
れ
た
京
都
に
あ
っ
て
、
六
角
町
の
所

在
す
る
室
町
も
不
況
に
陥
り
、
六
角
町
の
住
民
の
流
動
性
が
家
持
・
借
家
人
と
も
に
高
ま
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
適
任
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
た
人
物
の
経
済
基
盤
は
、
同
居
人
数
や
職
業
か
ら
み
て
比
較
的
安
定
し
た
基
盤
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、定
住
性
を
持
ち
、経
済
的
に
比
較
的
安
定
し
た
基
盤
を
持
つ
こ
と
で
、町
自
治
に
関
与
す
る
ゆ
と
り
の
あ
る
人
物
が「
適

任
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
適
任
者
」
自
治
へ
移
行
す
る
前
の
六
角
町
で
は
、
規
約
に
明
記
さ
れ
て
い
る
町
内
の
親
睦
会
が
機
能
せ
ず
、
町
内
懇
親
会
が

結
成
さ
れ
た
。
町
内
懇
親
会
は
新
年
宴
会
に
ま
で
範
囲
を
拡
張
さ
れ
、
町
内
懇
親
会
に
よ
っ
て
町
の
親
睦
会
は
安
定
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
町
の
紐
帯
の
維
持
と
い
う
問
題
は
町
内
懇
親
会
が
そ
の
多
く
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
町
内
懇
親
会
の
拡
張
を
決
定
付
け



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

二
七　
（
三
四
二
）

た
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
新
年
宴
会
出
席
者
の
大
半
が
、
後
に
「
適
任
者
」
と
し
て
町
会
議
員
に
就
任
す
る
人
物
で
あ
り
、
町
内

懇
親
会
へ
の
加
入
が
「
適
任
者
」
選
出
の
基
準
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
祇
園
祭
の
囃
子
に
つ
い
て
も
「
衰
微
」
が
問
題
と
な
っ
た
。
質
の
低
下
と
出
席
者
の
減
少
と
い
う
事
態
を
受
け
て
、
北

観
音
山
囃
子
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
囃
子
方
の
育
成
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
保
存
会
の
発
起
人
は
、
い
ず
れ
も
「
適
任
者
」
の
家
の

人
物
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
の
よ
う
に
積
極
的
に
町
自
治
へ
関
与
す
る
者
は
、「
適
任
者
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
六
角
町
に
お
い
て
は
、
住
民
自
治
、
条
件
付
き
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
」
の
自
治
へ
移
行
し
た
後
に
、
当
時
の
京
都

の
経
済
不
況
と
町
自
治
が
機
能
し
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し
、「
適
任
者
」
自
治
と
い
う
「
有
力
者
連
携
型
」
に
近
い
形
へ
と
町
自
治

の
担
い
手
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）
本
稿
で
は
、
安
国
良
一
氏
の
近
世
町
に
関
す
る
問
題
意
識
を
踏
襲
し
、
町
自
治
を
町
内
の
紐
帯
を
維
持
・
継
続
す
る
た
め
の
諸
活
動
と
規
定
す
る
。

　

   　

安
国
氏
は
、
自
治
と
い
う
言
葉
の
対
権
力
と
い
う
政
治
的
意
味
が
強
調
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
近
世
期
の
町
の
自
治
を
、「
よ
り
広
い
意
味
に
お
い
て
町
の
共
同

体
的
性
格
」
と
捉
え
る
と
い
う
問
題
意
識
を
提
起
し
て
い
る
（
安
国
良
一
「
京
都
の
都
市
社
会
と
町
の
自
治
」
岩
崎
信
彦
ほ
か
編
『
町
内
会
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
八
九
年
、四
八
頁
よ
り
引
用
）。
近
代
に
お
け
る
町
は
、幾
度
と
な
く
行
政
の
末
端
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、町
は
そ
う
い
っ
た
行
政
上
の
要
請
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、

伝
統
的
な
町
内
の
神
事
や
慣
習
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
な
が
ら
、
町
内
の
紐
帯
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
町
の
「
相
互
扶
助
・
相
互
監
視
シ
ス
テ
ム
」
の
発
展
は
、
町
が
近

世
以
来
連
綿
と
続
け
て
き
た
町
内
の
自
治
運
営
の
発
展
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
町
自
治
は
町
内
の
紐
帯
を
維
持
・
継
続
す
る
た
め
の
諸
活
動
と
認
識
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
（「
相
互
扶
助
・
相
互
監
視
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
松
村
敏
「
明
治
期
金
沢
の
市
政
行
政
・
地
域
社
会
・
住
民
組
織
」
橋
本
哲
哉
編
『
近
代
日
本
の
地
方
都
市
』

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
、
参
照
）。



第
六
十
二
巻  
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三
号

二
八　
（
三
四
一
）

（
２ 
）益
子
庄
次『
公
同
沿
革
史（
下
）』（
元
京
都
市
公
同
組
合
聯
合
会
事
務
所
、
一
九
四
三
年
）、小
林
丈
広「
町
の
記
憶
、
学
区
の
歴
史
」（『
京
都
市
政
史
編
さ
ん
通
信
』第
三
号
、

二
〇
〇
〇
年
）、
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史　

第
一
巻　

市
政
の
形
成
』（
京
都
市
、
二
〇
〇
九
年
、
三
九
六

－

三
九
七
頁
）
を
参
照
。

（
３ 

）
奥
田
以
在
「
近
代
京
都
『
町
』
に
お
け
る
家
持
自
治
の
転
換

―
東
玉
屋
町
、仲
之
町
を
事
例
と
し
て

―
」（『
社
会
科
学
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、第
七
六
号
、

二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
４ 

）
例
え
ば
、中
川
剛
『
町
内
会
』（
中
央
公
論
社
、一
九
八
〇
年
）、上
田
惟
一
「
近
代
に
お
け
る
都
市
町
内
の
展
開
過
程

―
京
都
市
の
場
合

―
」（
岩
崎
信
彦
ほ
か
編
『
町

内
会
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
九
年
）、
玉
野
和
志
『
近
代
日
本
の
都
市
化
と
町
内
会
の
成
立
』（
行
人
社
、
一
九
八
九
年
）、
高
岡
裕
之
「
町
総
代
制
度
論

―

近
代
町
内
会
研
究
の
再
検
討

―
」（『
年
報
都
市
史
研
究
』
第
三
号
、一
九
九
五
年
）、玉
野
和
志
『
東
京
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
五
年
）、

大
岡
聡
「
戦
間
期
都
市
の
地
域
と
政
治

―
東
京
・『
下
町
』
を
事
例
に
し
て

―
」（『
日
本
史
研
究
』
第
四
六
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
加
藤
千
香
子
「
都
市
化
と
『
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』」（『
日
本
史
研
究
』
第
四
六
四
号
、二
〇
〇
一
年
）、大
石
嘉
一
郎
編
著
『
近
代
日
本
都
市
史
研
究

―
地
方
都
市
か
ら
の
再
構
築

―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
〇
三
年
）
第
四
章
・
第
五
章
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）
松
村
前
掲
論
文
、
一
四
一
頁
よ
り
引
用
。

（
６ 

）
小
林
丈
広
「
近
代
京
都
の
町
式
目
を
め
ぐ
っ
て
」（『
社
会
科
学
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
第
七
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）
三
頁
よ
り
引
用
。
近
代
京
都
の
町
に

関
係
す
る
研
究
と
し
て
は
、
秋
山
國
三
『
公
同
沿
革
史
（
上
）』（
元
京
都
市
公
同
組
合
聯
合
会
事
務
所
、
一
九
四
三
年
）、
小
林
丈
広
「
公
同
組
合
設
立
を
め
ぐ
っ
て

―

一
八
九
〇
年
代
の
地
域
社
会
と
行
政

―
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
二
三
四
号
、
一
九
九
九
年
）、
辻
ミ
チ
子
『
転
生
の
都
市
・
京
都

―
民
衆
の
社
会
と
生
活

―
』（
阿
吽
社
、
一
九
九
九
年
）、
中
川
理
『
重
税
都
市
』（
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
）、
松
下
孝
昭
「
京
都
市
の
都
市
構
造
の
変
動
と
地
域
社
会

―

一
九
一
八
年
の
市
域
拡
張
と
学
区
制
度
を
中
心
に

―
」（
伊
藤
之
雄
編
『
近
代
京
都
の
改
造

―
都
市
経
営
の
起
源　

一
八
五
〇
〜
一
九
一
八

―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）、
関
谷
龍
子
「
町
空
間
の
歴
史
的
構
成

―
京
都
・
六
角
町
を
事
例
と
し
て

―
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
成
熟
都
市
の
研
究

―
京
都
の
く
ら
し
と

町

―
』
法
律
文
化
社
、
一
九
九
八
年
）、
樋
爪
修
「
近
世
京
都
に
お
け
る
町
共
同
体
の
動
向

―
借
家
人
層
を
中
心
と
し
て

―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
三
八
四
・
三
八
五



近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
町
自
治
―
住
民
自
治
か
ら
「
適
任
者
」
自
治
へ
―
（
奥
田
以
在
）

二
九　
（
三
四
〇
）

号
、
一
九
七
七
年
）、
拙
稿
「
近
代
京
都
『
町
』
に
お
け
る
家
持
自
治
の
転
換

―
東
玉
屋
町
、
仲
之
町
を
事
例
と
し
て

―
」（『
社
会
科
学
』
第
七
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）、

拙
稿
「
近
代
京
都
山
鉾
町
に
お
け
る
紛
擾
と
自
治
」（『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
玉
野
前
掲
書
（
一
九
八
九
）
を
参
照
。

（
８ 

）
玉
野
氏
は
、
農
村
に
お
け
る
「
豪
農
層
」
と
の
対
比
か
ら
、
都
市
に
お
け
る
「
名
望
家
」
を
「
豪
商
」
と
規
定
し
て
い
る
（
玉
野
前
掲
書
、
一
九
八
九
）。
し
か
し
、
名

望
家
と
い
う
と
き
、
高
久
嶺
之
介
氏
は
「『
名
望
』
と
い
う
名
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、
単
な
る
経
済
人
は
こ
の
範
疇
に
入
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
（
高
久
嶺
之
介
『
近

代
日
本
の
地
域
社
会
と
名
望
家
』
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
六
頁
）。
本
稿
で
取
り
扱
う
六
角
町
に
は
、
三
井
家
と
伊
藤
家
（
松
坂
屋
）
と
い
う
「
豪
商
」
が
所
在
し
て

い
る
が
、
彼
ら
は
金
銭
的
な
面
で
町
に
対
し
て
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の
の
、
町
自
治
の
運
営
そ
の
も
の
に
は
他
の
家
持
と
比
べ
て
積
極
的
に
関
与
し
た
と
は
言
え
ず
、

京
都
の
町
の
場
合
、「
名
望
家
」＝「
豪
商
」
と
い
う
規
定
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９ 

）
玉
野
氏
は
、
こ
の
「
有
力
者
」
を
「
豪
商
」
を
除
く
地
域
の
「
有
力
者
」
と
規
定
し
て
い
る
（
玉
野
前
掲
書
、
一
九
八
九
）。
京
都
の
町
に
つ
い
て
は
、「
十
七
世
紀
半
ば

ご
ろ
に
は
家
持
一
般
町
人
が
名
実
共
に
役
負
担
者
の
自
覚
を
も
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
京
都
の
町
で
は
「
有
力
者
連
携
型
」
の
町
運
営
は
、
一
七
世
紀
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
中
部
よ
し
子
「
近
世
初
期
に
お
け
る
町
人
負
担
と
町
人
意
識
」
大
阪
歴
史
学
会
編
『
近
世
社
会
の
成
立
と
崩
壊
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
、

二
七
頁
よ
り
引
用
）。

（
10
）
玉
野
前
掲
書
（
一
九
八
九
）
一
二
五
頁
よ
り
引
用
。

（
11
）
小
林
前
掲
論
文
（
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

（
12
）
拙
稿
前
掲
（
二
〇
一
〇
）。

（
13
）『
六
角
町
文
書
』N

o.O
-56-14

。

（
14
）『
六
角
町
文
書
』N

o.O
-56-14

。

（
15
）『
六
角
町
文
書
』N

o.O
-56-14

。
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第
三
号

三
〇　
（
三
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九
）

（
16
）『
六
角
町
文
書
』N

o.O
-56-14

。

（
17
）『
六
角
町
文
書
』N

o.D
-2

。

（
18
）『
六
角
町
文
書
』N

o.O
-56-14

。

（
19
） 『
明
倫
誌
』（
京
都
市
明
倫
尋
常
小
学
校
、
一
九
三
九
年
）
四
八
四

－

四
八
七
頁
、
参
照
。

（
20
）
同
前
、
四
八
三
頁
、
参
照
。

（
21
） 

中
村
宏
治
「
室
町
繊
維
卸
売
市
場
の
歴
史
的
構
造
と
織
物
問
屋

―
明
治
期
末
葉
と
昭
和
一
〇
年
代
初
頭
を
中
心
と
し
て

―
」（『
同
志
社
商
学
』
第
四
〇
巻
第
五
号
、

一
九
八
九
年
）。

（
22
）
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史　

九　

世
界
の
京
都
』（
学
芸
書
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Abstract

Iari OKUDA, The Autonomy of “Yamahoko-chou” in Modern Kyoto

　　This paper focuses on the autonomy of “Yamahoko-chou,” a community-

based organization in Kyoto, in the modern era. In July 1919, a conflict 

occurred between the house-owners and the tenants of “Rokkaku-chou.” This 

brought about a change in the traditional system of autonomy, and management 

by house-owners was replaced with a new system of management by the 

residents. However, the new system does not work with some functions 

of autonomy. Because of  this malfunction of autonomy and the depression 

of Kyoto in the late 1920s, there emerged another system of autonomy, 

“tekininsya-jichi,” which was very similar to the traditional system.
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